
委員名 頁 事項名 意見 回答

福應 1 １ 策定の趣旨

子どもたちに必要な資質・能力そこに４つの
「力」が掲げられている後に、キーワードは３つ
「自立」「共生」「創造」になっているのは何故
か、ふと疑問に思いました。考えてみると、２つ
目の「仲間と協力し実行する力」が自立と共生
に関わると、とらえることもできます。

私たちが考える必要な資質・能力は教育活動の様々
な場面で育成されていくものです。その営みの基本と
考えたキーワードが「自立」「共生」「創造」であり、そ
のキーワードが総合的にかかわりあって求める４つの
力が育成されていくと考えています。

福應
8
10

基本目標
重点的に取り組む事項

両者が対になっているようで、必ずしもそうでな
い部分が気になりました。内容的にはそれぞれ
大切なことと思います。

基本目標は、基本理念を実現するために学校教育分
野で５つ、社会教育分野で１つの計６つの柱として定
めたものです。一方で重点的に取り組む事項は、
様々な施策を展開していく上で、重要視する６つの視
点として定めたものであり、両者は似通った表現の部
分もありますが、必ずしも一致しているものではありま
せん。それぞれに定めた内容を着実に推進してまいり
ます。

福應
23
28

校内フリースクールの拡充

義務教育は学習指導要領に即していますが、
校内フリースクールにおいては、学習指導要領
に基づきながらも、「個別支援計画」によって進
められるようになっています。個々に合わせた
弾力的な運用が図られるところが良いと思いま
す。
資料１－２新聞資料に紹介されているようなこと
を、多くの方々に知っていただきたいと思いま
す。合わせて、そのためには必要な教員を加配
することが大切であると考えます。

現在、校内フリースクール支援員を市で雇用し設置校
に１名配置して、担任教員が行う学習指導をサポート
し、生徒の学習状況に応じた個別の支援を行ってい
る。また、ＩＣＴ機器等を活用した学習で補助をしたりＩＣ
Ｔ機器の操作を教えたりしている。
教員の加配については、今後の教員定数の動向等を
鑑み考えていきたいと思います。
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上原

22-28

32-36

基本目標２ 子どもの多様性や特性
を認め，可能性を伸ばす教育を推進
する
基本目標４ 教職員が生き生きと働
くことができる働き方改革を推進す
る

諸施策を実現するには，人的および物的な基盤
整備が今後ますます充実される必要があると思
います。この基盤整備について現在，どのよう
な概況にあるのでしょうか。

＜基本目標２＞
現在、人的な面としては、外国人児童生徒等に対す
る支援として、日本語教育講師や国際課と連携を図
り、ボランティアの支援員などが活動しています。また
新たに設置された校内フリースクール３校には、各学
校に支援員１名が配置されています。物的な面として
は、個別学習に対応したマイタブレットの活用、タブ
レット端末による通訳支援など、ＩＣＴの活用を積極的
に進めています。今後も子供たちの多様性や特性、
ニーズに応じた支援、整備の充実を図っていきます。
＜基本目標４＞
人的な面としては、教員補助者、部活動指導員をはじ
め、外部人材の活用を進めています。物的な面として
は、特にＩＣＴの活用を積極的に整備を進めています。
具体的には、全教職員にiPadを配布し、ペーパーレス
化を進めたり、映像配信システムによる遠隔会議や
研修を行うことで教職員の出張の回数を大幅に減らし
たりしているところです。さらに、マークシート型のアン
ケート集計やテストの採点に利用できる高速プリンタ
の設置など、事務の効率化を進めています。
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上原

24
24
44

ハートピア岡崎の充実
関係機関の連携と相談体制の強化
子ども・若者育成支援のネットワーク
整備

種々の「連携」があげられています。これらの連
携体制はますます重要でありますが，その整備
と合わせて，それらのシステムがうまく機能して
いるのかをチェックし，必要に応じて修正改善し
ていく必要があろうかと思います。
このチェック機能に関することは，計画の運用に
関わる事項にはなりますが，どのような方策をと
られる見込みでしょうか。

＜ハートピア岡崎の充実＞
＜関係機関の連携と相談体制の強化＞
ハートピアやスクールソーシャルワーカー等と学校の
連携については、支援している児童生徒が在籍する
学校の担任や不登校対策担当等と面談やメール等
で、情報交換を密に行い、学校と協調しながら支援を
行っています。また、月１回のハートピア合同連絡会
やスクールソーシャルワーカー班会議等に市教委担
当者が出席し、連携等の状況を把握し、必要に応じて
対応しています。

＜子ども・若者育成支援のネットワーク整備＞
困難を有する子ども・若者に対し切れ目なく、伴走型
の支援が行えるよう福祉総合相談体制の中に組み込
み「若者相談窓口」を設置します。「若者相談窓口」に
ついては、義務教育終了後から39歳までを対象にし
ており、相談の対象外となる場合は、切れ目なくそれ
ぞれの機関へ繋ぐことに重点を置いてまいります。
それぞれの機関がうまく機能しているかチェックする
機関として、子ども・若者育成支援推進法において、
「関係機関等が行う支援を適切に組み合わせることに
よりその効果的かつ円滑な実施を図るため」に、「子
ども・若者支援地域協議会」の設置が努力義務とされ
ていますが、今後、協議会設置の方法等を含めて検
討して参ります。
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上原 要望

将来的には，学校部活動は，「地域」や「民間」
と協働・分担していくことも一つの選択肢として
考えられます。
学校部活動の受け皿のひとつとして「地域」や
「民間」が担うとき，「誰一人として取り残さない
個別化された学び」を保証するためには，将来
的には，学校－地域－民間を「調整する場」や
「第三者として監督する機関」の必要性も出てく
ることも考えられます。こうしたことも少しずつ検
討していただくことを望みます。

文部科学省は、「地域」や「民間」との部活動連携に
関して、その第一歩として、「令和５年度以降、休日の
部活動を段階的に地域移行」を進めていく方向性を
示しています。
岡崎市としては、今後、研究モデル校での実践を注

視しつつ、生徒にとって望ましい部活動と教師の負担
軽減を両立できる部活動改革を進めていきます。

岡田 20 学校保健活動の推進
自己肯定感の高い子ども達を増やす為に自己
と他者の境界線をもうけ、自己の価値に気づけ
る教育を推進して頂きたい。

自己肯定感を高めていくためには、一人一人の個
性を大切にした教育活動が必要であると考えます。教
科指導等が担う役割とともに保健指導も大切な指導
であると考えています。年間を通した保健活動の中で
子供一人一人の自己肯定感が高まる取り組みを大切
にしていきたいと考えます。

岡田 27
生育環境に応じた適切な支援の充
実

スクールソーシャルワーカーの充実を図るととも
に、現場の先生方とワーカーの情報共有や連
携システムの構築もお願いしたい。

年々、スクールソーシャルワーカーの役割は大きく
なってきており、人的配置の拡充を今後も目指してい
きたいと考えています。その際、学校との連携強化を
図るために中学校区での配置を考えていきます。

岡田 27 児童虐待防止の推進
児童を保護、ケアすることはもちろんのことであ
るが、学校のみで抱えず関係機関と連携をとり
ながら保護者へのサポートにも配慮願いたい。

学校が虐待を知り得た場合、児童相談所や市家庭児
童課に通告し、関係機関との連携をこれまでも密に
図っているところです。今後も、継続して関係機関との
連携を図るとともに、児童虐待防止の推進に努めてい
きます。


